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デジタル経営・働き方改革をベースに成長

見積業務の標準化・システム化により時間短縮・脱属人化！

個別原価管理を実現！データ分析の結果、売上・利益拡大！

案件等のｽｹｼ ｭ゙ｰﾙ・進捗を見える化し、確実に製作＆設置！

現場作業改善 工程管理 在庫管理 技能継承 脱属人化 経営改善 新商品・サービス創出品質確保 業務プロセス効率化

ITツールで、見積業務を標準化＆原価・利益等を見える化！

Point.1

Point.2

Point.3

見積業務の標準化・システム化により、作成時間の大幅削減、脱属人化、精度向上を実現。
（社長も多くの時間を割いていたが、事務スタッフとの分担により、経営に注力できるようになった）

IoT活用の成果

確実で計画的な製作・設置が可能となり、顧客と従業員の満足度が向上し、定着率も高まっている。
案件毎の正確な原価と利益を見える化すると同時に、従業員の勤務状況を見守るなど、デジタル経営と働き方改革
を同時に推進したことで、利益の拡大、会社の成長につながっている。

課題
はココ！ 月数百件程度の案件情報をGoogleカレン

ダーで管理・共有。見づらく、間違いが発生す
るなど納期管理に限界を感じていた。
また、個人スケジュールや車両予約状況、
メールでの顧客対応履歴（進捗）が共有され
ていなかった。

1

社長や営業担当者は見積書を各自Excelで作成
し、クラウドストレージで共有。ただし、標準単
価や計算ルール等は統一されず、また最新版の
ファイルも不明確であった。さらに、見積段階で
の利益の適切性を判断できない状況であった。

2

個別原価管理による利益改善を図りたいが、
案件が多く、一部Excelで実施している程度。
また、案件ごとの作業時間、原材料の計上な
ど算出方法が確立されていなかった。
さらに、Excelでの請求書発行業務に多大な
時間を要していた。

3

はココ！

解決の
ポイント

これで解決！

こんな成果が！

株式会社
エムアンドエム
ワークス

屋外看板製作・施工

1 8
case

顧客のニーズに最大限対応し、高いパフォーマンスアイデアで、
｢記憶に残る看板｣を製作し続ける現場　

▲ 

案件毎・顧客毎に利益率を見える化。毎月、全案件をレビュー。
赤字案件を抽出し、原因分析の上、対策を講じる。

▲ 

グループウェアを活用することで、案件情報等を
整理して管理。納期、個人スケジュール、車両予
約状況も見える化・共有され、確実で間違いのな
い製作・設置を実現。
また、メール共有ツールで顧客対応履歴を共有。

1

クラウド型業務改善ツール「kintone」により、見
積作成アプリを構築し、計算ロジックの統一化、
単価等のマスタ化、データの一元管理を推進。
その結果、大幅な見積時間の短縮、業務の標準
化、作成時の原価と利益の見える化を実現。

2

案件管理システムを導入し、日報機能の活用（各
案件の作業時間を入力）と、得意先・仕入先・原
材料等のマスタ化により、個別原価管理を実現。
また、請求書発行機能を活用することで、請求漏
れ防止と大幅な時間短縮につながった。

3

10分で
まるわかり！
解説動画
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After

Before

今後の展開

（本　　社）岐阜県岐阜市茜部新所 3-35-1
TEL. 058-216-5005　設立／平成 17 年 （平成 23 年 7 月 法人化）資本金／ 500 万円　従業員数／ 19 名

株式会社 エムアンドエムワークス

創業15年の看板製作会社。これまで様々な看板を製作。
｢どのような看板を選ぶのが最適か」、費用や設置・施工箇所を調査し、顧客のニーズに最大限対応している。
デザインから現場施工まで 、高いパフォーマンスとアイデアで『 記憶に残る看板 』を手掛ける 。
本社所在地の岐阜のみならず全国で活躍。看板を通じて、豊かな街づくりを目指す。

人材育成と職場環境DXに注力。ITツールを活用することで、人事評価を行うとともに、給与体系・キャリアパスを見える化するなど、創業以来、
大切にしてきたコンセプト「働きやすい一体感ある職場作り」をさらに推進していく。

当事例で活用されたITツール

Reforma（レフォルマ）

※当事例では中小機構「IT経営簡易診断」、
ソフトピアジャパン「スマート経営応援隊」な
どの事業が活用されました。

（提供企業）株式会社オロ
見積・請求などのバックオフィス業務から、
工数・経費・原価計算・プロジェクト利益管
理までを効率化・自動化できるクラウド型の
案件管理システム

Dropbox

見積書
作成

見積書
作成

請求書

取引先ごとの
様式で

見積書発行

広告代理店 その他顧客 店舗 店舗

請求書
発行

事務所

得意先

板素材 その他
会議室
予約

シート素材

車両管理
・予約

特定業種向け
見積作成
アプリ

一般業種向け
見積作成
アプリ帳票出力

プラグイン

内訳
個人

納品 納品

工場

事務所 工場

スケジュール

Googleカレンダー

kintone

メールワイズ

サイボウズoffice

納品 納品

月数百件程度の案件を管理・表示する
には限界があり、納期や進捗などが見
づらく、間違いも発生。また、個人のス
ケジュールや車両の予約を管理する仕
組みがなく、車両が既に使用されてい
るために納品が遅れることもある。

11

顧客からのメールでの依頼等
に対し、担当者が個別に対応
しているため、その履歴や進
捗状況を共有できていない。

11

会社への依頼等をもとに、
社長と担当者が各自Excelで
見積書を作成。計算方法や
単価は統一されていない。
作成後、ドロップボックスで
保存・共有されているが、
最新版が不明確。

22

個別原価管理による利益改善
を図りたいが、案件が多く、手
書きの日報を一部Excelで
集計している程度。
また、現場ごとの作業時間、
原材料の計上など算出方法が
確立されていなかった。
さらに、Excelでの請求書発
行業務に多大な時間を要して
いた。
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取引先

請求書 日報

案件

Reforma

一部取引先とは共有
し、業務を効率化

案件管理システムを導入。
各案件の作業時間を入力する
日報機能を活用するとともに、
得意先・仕入先・原材料等を
マスタ化することで、個別原価
管理を実現。
また、請求書発行機能の活用に
より、請求漏れ防止と大幅な時
間短縮につながっている。
さらに毎月、全案件をレビュー。
赤字案件等を抽出し、原因分析
の上、対策を講じることで、売
上・利益が拡大。

3

主要な取引先ごとに、案件をス
ケジュール化して情報共有。
間違いがゼロになるとともに、
納期など先の予定が見やすく、
計画的な製作・設置が可能に
なった。
また、車両の予約状況を見える
化・共有したことで、スムーズ
な現場作業につながっている。

1

メール共有ツールを導入。
主要取引先のメール1件毎に、
確認者、対応を記録すること
で、その履歴や進捗が見える
化でき、担当や制作の重複や
対応漏れがゼロになった。

1

見積作成アプリを構築
し、計算ロジックの統
一化、単価等のマスタ
化、データの一元管理
を推進。
その結果、見積に係る
大幅な時間短縮、業務
の標準化、作成時の原
価と利益の見える化な
どを実現。
個別原価管理の結果も
併せて分析することで
見積精度が向上。

2

依頼 依頼依頼 依頼

依頼 依頼依頼 依頼

納品 納品

納品 納品

見積書データ スケジュール

個別原価

取引先
の案件

ando
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月数百件程度の案件を管理・表示する
には限界があり、納期や進捗などが見
づらく、間違いも発生。また、個人のス
ケジュールや車両の予約を管理する仕
組みがなく、車両が既に使用されてい
るために納品が遅れることもある。

11

顧客からのメールでの依頼等
に対し、担当者が個別に対応
しているため、その履歴や進
捗状況を共有できていない。

11

会社への依頼等をもとに、
社長と担当者が各自Excelで
見積書を作成。計算方法や
単価は統一されていない。
作成後、ドロップボックスで
保存・共有されているが、
最新版が不明確。

22

個別原価管理による利益改善
を図りたいが、案件が多く、手
書きの日報を一部Excelで
集計している程度。
また、現場ごとの作業時間、
原材料の計上など算出方法が
確立されていなかった。
さらに、Excelでの請求書発
行業務に多大な時間を要して
いた。
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